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受験者数 83 名 平均点 72 点  
受験者数 81 名 平均点 79 点 
ig.1 
未受験者なし 不合格者 3 名 平均受験回数 3.6 回 
 
未受験者 3 名 不合格者なし 平均受験回数 2.7 回 
Fig.2 
表3
テスト名 問題数 時間制限 受験可能回数 合格点 出題範囲
1 小テスト1 50 15分 1回 設定なし 生理学Ⅰ・Ⅱ
2 小テスト1復習 50 15分 無制限 正解率90%以上 生理学Ⅰ・Ⅱ
3 小テスト2 50 15分 1回 設定なし 生理学Ⅰ・Ⅱ
4 小テスト2復習 50 15分 無制限 正解率90%以上 生理学Ⅰ・Ⅱ
5 定期試験対策1 50 15分 無制限 設定なし 生理学Ⅱ
6 定期試験対策2 62 15分 無制限 設定なし 生理学Ⅱ
7 定期試験直前確認テスト 112 25分 1回 正解率70%以上 生理学Ⅱ
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未受験者 1 名 平均受験回数 4.6 回 
 
未受験者 4 名 平均受験回数 4.5 回 
Fig.3 Fig.4
未受験者 2 名 不合格者 1 名 平均点 94 点 
平均点 91 点 記述問題の配点：7 点 
Fig.4 
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Moodleの小テスト機能を利用した学習指導
関関係が認められた（Fig.5B）。このように低いなが
らも正の相関関係がみられた事から、最終成績を待つ
事なくタスク達成率を判断基準として早い時期に注意
喚起をおこなうといった個別指導ができると思われ
る。特に入学したばかりの1年次学生の実力を推し量
るには、少なくとも前期科目終了後の履修成績を見て
判断する事が多くなり個別指導の対応が遅れ気味にな
るため、タスク達成率のデータを添えて学年の担任教
員に対して情報提供をおこなう事で早急な対応が可能
になると思われる。
Ⅷ　結言
　今回のリハビリテーション学部1年次学生に対する
Moodleの小テスト機能を利用した学習指導の実践で
は、小テストの実施回数を対面形式の場合より増加さ
せた上に復習受験のタスクを課したため学生達の常日
頃の学習回数は明らかに増加したと思われる。特に対
面式の試験では合格点に到達するまで何度も受験させ
るといった方法は現実的でなく、問題や選択肢の順番
をシャッフルできる機能を持つMoodleでなければ学
習効果は期待できないであろう。今回の実践法によっ
てどれほど学生達の脳内で長期記憶が構築されたかは
現時点で知る術はないが、反復学習の誘導という点で
は評価できると考えている。今回の実践法では約200
問の5択問題を使って小テストを実施したため、50問
で構成される小テストを複数回実施する事による問題
の再使用率が高くなっている。学習効果を考えると問
題の再使用率は低い方が良いと思うので今後は可能な
限り問題数を増やす事を計画している。また、今回の
実践法のようなケースでは問題と正答をセットで記憶
してしまうため応用力が身に付かないといった指摘が
ある。しかしながら、単位認定された後は何一つ頭に
残っていない状況は絶対に避けるべきであり、生理学
は1年次で学習する基礎医学科目である事から問題と
正答をセットで記憶しても良いと考える。まずはしっ
かりと基礎知識を身に付けてこそ、その知識が自分で
物事を考える場合の判断基準となり専門科目を学習す
る中で応用力が身に付くものと思う。
　近年の学生は文章力の低下が著しく、試験において
記述問題を出題すると文章表現がかんばしくない解答
を見ることが起こる。今回の定期試験でも記述問題で
点数を伸ばせたのはわずかに20％ほどの学生達であ
り、その中でも減点なしだったのは2名のみであった。
よって、文章力の向上を目的とした学習指導も行うべ
きである。Moodleでも記述問題の出題は可能である
が時間制限の設定を考えると5択問題と合わせての実
施は現実的ではない。しかもMoodleへの解答となる
と、コピー＆ペーストが可能となるため「入力」させ
る以上は何らかの工夫が必要となる。私自身は生理学
実習のレポート提出の方法として手書きレポートを写
真撮影させてMoodleに画像を提出させる方法を使っ
ているので、生理学の講義でも同様の方法でミニレ
ポートの提出課題を設定する事を計画している。
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